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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜連絡事項＞

· スタッフルームにある冷蔵庫に飲み物や食べ物を入れる際は、名前と日付を記入すること。同じものが1週間ある場合は、冷蔵庫整理のため環境整備担当スタッフが処分する。

· 本日、医学会予演会13：30～16：00であり。前回参加出来なかったスタッフは参加すること。

· 9月分の経過連絡は10/7（火）までに提出。

· 10月9日（木）、10日（金）に盛岡で医学会予定。参加スタッフ⇒9日＝木村　10日＝下館、山田、中居

· 本日中にデイナイトケアのプログラムテキストを提出すること。

＜外来患者様情報＞

・森田　清助様～家の手伝いをしていてデイケアを休むとのこと。10月20日（月）まで長ネギの収穫を行うとのこと。

・晴山美智子様～先週、岩手の一関に家族と一泊旅行に行ってきたとのこと。間食はしていないが、ジュースを飲んでいるとのこと。主治医よりエアロビや散歩は行うようにとのこと。体重102Kg

・我満奈津紀様～先週、採血を行ったが異常はないとのこと。「最近、洗濯ばかりしているような気がする」と話しているとのこと。来週は祝日のため、本日、2週間分の処方となっている。

・田向　玲美様～彼氏にドタキャンされ、文句を言ったら別れると言われたとのこと。母様の感情の起伏が激しく怖いとのこと。母様の態度が冷たい、ブタよばわりされる等、関係が良くないと話される。本人、再発するのではないかと心配であるとのこと。幻聴はないが、音を被害的に捉えやすいとのこと。主治医から、今は、通所、うみねこ幸房、就職の段階をふんで行うことを確認している。体重86Kg

・本田　英之様～先週、青山荘の大掃除を行ったとのこと。あらたには行っておらず、明日予定しているが、連絡待ちとのこと。外泊中に、小野寺様文明様、中村与一郎様、江刺家陽輝様と一緒に新井田に釣りに行ってきたとのこと。11月に、青山荘退所の面談予定。来週が祝日のため、本日、2週間分の処方となっている。
＜通所利用者様情報＞
・川口八寿子様～10月8日(水)、10日（金）にうみねこ幸房体験利用予定。明日、担当スタッフに体験利用の報告をする予定。疲れていなければ、このまま週2回の利用とする。疲れがある場合は、週1回の利用とする。うみねこ幸房でのパン作りでは、「難しいけどできた」と本人話される。うみねこ幸房の利用理由に関し、「本多富美様と距離をおきたいから」とのこと。「最近、本多富美様からの電話が多く、距離が近い感じがする」と話される。川口様は、本多富美様には、距離が近いと感じていることは伝えていないとのこと。今後、本多富美様との距離のとり方、うみねこ幸房での疲労感について様子をみていくこととする。

・澤　昌利　様～「実家の呉服店が倒産してお金がないのでデイケア利用を減らしたい」との事に関し、主治医に確認したところ、①本人に家族に連絡をとっても良いか確認すること、②本人の了解が得られたら、家族に事実確認をするとのこと。本人には、家族に連絡をとる事の了解を得ている。今後、家族に連絡をして事実確認を行っていく予定。
・江刺家陽輝様～特定利用者様から話かけられるが聞こえていても無視し立ち去っている。スタッフから再度声をかけると不機嫌そうに返事をされる。無視をした理由について、以前その方から目つきについて注意されたから苦手とのこと。スタッフより「無視をすることは良くないこと」「今後もそのような態度であれば、友達もできなくなってしまう」ということを伝えている。

・高橋　百壽様～江刺家様から無視された事に対し、「今は良いが、これが続くとキレて殴りたくなる」と話されている。

・前野　義勝様～10月3日(金)に耳鳴り、頭の中から響く感じがするとの訴えあり。「宇宙人に連れさらわれるかもしれない」と冗談のように話されている。

＜対応困難事例＞

○プログラム中に、「意味がない」という発言がメンバーからあった場合について

対応：①「ステップアップの場所であり、必要な人もいる」ことを伝える。

②「プログラム中であるため、今はプログラムを行い、話はプログラム終了後に聞く」ことを伝える。

＜事例検討＞

久保　興介様（20）統合失調症　

デイケア利用開始年月日：平成19年8月3日（1年1ヶ月）

利用日：月・水・金

デイケア治療計画：①不安や悩みなどを安心して相談できる環境を提供する。

②プログラムや余暇活動を通じて他者と交流することで対人スキルを身に付ける。

③就労準備プログラムやSSTを通じて就労に関する能力の向上を図る。

Ⅰ検討事項＝対応について

· ストレスの軽減

· デイケアにおいて一日をどのように過ごすか

Ⅱ現在の様子

· プログラム中は、自分の意見を話したり真面目に取り組んだりしている。

· 対人関係が苦手である。（本人も理解している。）

· 一人になり孤立するとストレスを感じる。イライラしたり泣いたりしている。感情コントロールができなくなり、途中で帰宅することがある。先週は、2回程途中で帰宅している。

· 自主活動の時間が苦痛だと話している。

· デイケアで話しが出来る人⇒袴田隆裕様、駒目翔様、川口尚良様

· ゲームを購入したことにより、本田英之様、田名部一樹様、江刺家陽輝様とも話をしている。久保様本人は、ゲームをすることに罪悪感も感じている。

· 対人関係のストレスがあることから、人前に出る際は、抗不安剤を1日3回飲んでいるとのこと。

· 本日は、体調不良のため欠席している。

· 現在、1日1回、担当スタッフと面談を行っている。面談時は、「はい、はい」と話しを聞いていることが多い。

Ⅲ今後の対応

· 信頼関係を築き、何でも話しができるように面談を実施していく。

· 面談の目的をはっきりさせ、本人の負担にならないように行っていく。

· 孤立している場合は、スタッフが積極的に声をかけていく。

＜デイナイトプログラムについて＞

· 今週中にデイナイト分のプログラムを確認する。10月15日(水)までに訂正し、印刷したものをカンファレンスで提出する。

· プログラムの未提出者は、プログラム担当者と確認者でやりとりを行い、テキストを確認し15日(水)までに訂正したものを提出すること。

○各プログラムの確認スタッフ

リラクゼーション：向

健康管理教室：佐々木

運動療法：兵藤

日常生活（衣）：山田

日常生活（食）：小松

日常生活（住）：中居

社会適応能力：上野

SST：木村

作業療法：川井

能力訓練：向

疾病教室：佐々木










